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Abstract : Industrial Chemistry II taught materials particularly to polymers, from 2013 to 2016.  Since then, the 
authors were teaching the Material design, such as synthesis, process and analysis.  The theme on synthesis of 
water-absorbing polymer was introduced to promote a more accurate understanding of functionalized polymer.  The 
experiment constructed three steps such as, synthesis via chain polymerization, functional of water absorption and 
removal.  We would like to summarize the present overall situation in this experiment and to discuss for further 
improvement of the coursework. 
 





化学概論で半期開講) 本校荒川キャンパスの 4 学年にお
ける一般選択科目である工業化学概論 II は平成 25 年度
より, 機能性高分子について講義を行っている. これは, 










料に対して一歩踏み込んだ視点を持つことを目的に 1 班 
2名編成で実験を行っていた(Fig. 1).  
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アクリル酸を同物質量の NaOH 水溶液に加え, 末端を









振盪させた後, 素早く溶液をシャーレに移した(Fig. 2).  
反応溶液が固まったら水を加え洗浄し, 乳鉢に移して
細かく砕いた上で乾燥させた(Fig. 3).  
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 Scheme 2 吸水性ポリマーの合成 
 
Fig. 2 架橋構造を形成した吸水性ポリマー 
 




日水に浸した後, 吸水率を求めた(Fig. 4). また, 比較 
検討として, 市販の吸水性ボールを用いて吸水性の比較
を行った (Fig. 5).  
結果としては, 合成の吸水性ポリマーの吸水率の平均は, 
12,600 % に対して市販のものは 12,900 % と市販のも
のと比べても変わらない結果を得た.  
 
2.2.3 NaCl 添加による脱水実験 
2. 2. 2 で吸水させたポリマーを過剰量のNaCl を加え, 
その変化を観察させた. 吸水機能はアクリル酸の側鎖の
Na 化によるものであり, 過剰量の NaCl を添加すること
によりポリマー内に内包されていた水が脱水されたもの
である (Fig. 6). なお, NaCl 添加による変化は瞬時に発
生した.  
 
Fig. 4 合成した吸水性ポリマー a) 吸水前, b) 吸水後 
 
 
Fig. 5 吸水ボールの変化 a) 吸水前, b) 吸水後 
 
 
















ける方法 (Fig.  8) や, ビニル基を 2 つ有する物質の開
裂による方法 (Fig.  9) などがある. 直鎖構造との違い










素結合することで架橋内に保持されること, 過剰の NaCl 
を加えることでポリマー内外の Na+ の濃度差が逆転する
ことで, 内包されている水分子が外部に引き出されるこ





Fig. 9 連鎖重合による架橋構造設計のスライド 
  
 











液にしたうえで, 吸水性ポリマーに保持している. そこで, 
本実験で得られた知見をもとに, 小中学生を対象に, 平成
29 年 7 月に「オリジナルの芳香剤を作ろう」というタイ






ては, アクリル酸を加えた状態で準備した (Fig.  12(a)). 
また, 必要となる粉末試薬は先に薬包紙に包み, 参加者が
誤飲しないよう心掛けた (Fig. 12(b)).  
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 Fig. 11 公開講座の様子 
 
 
Fig. 12 a) 反応溶液の準備, b) 粉末試薬の準備 
 
加えて, 写真付きの実験手順書を配布し, 参加者に大ま
かな流れが分かるように工夫した (Fig. 13).  
 
 


































ことで, 教育効果を上げる努力を継続する.  
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